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高尾山の中腹を貫く圏央道（首都圏中央連絡自動車道）
の工事現場３景
￥ 、 ・

＼
♂゛

’征

こぶこ巨、；

●裏高尾旧甲州街道沿いに建設中の民家
に迫るランプ（左）

●裏高尾の山を削って八王子ジャンクシ
ョンの工事が進む（右上）

●高尾山トンネルの南側出口側南浅川イ
ンターチェンジの工事現場（右下）

撮影：橋本良仁（はしもとよしひろ）（高尾山の自然をまもる市民の会事務局長）
２００６年８月１３日
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【環境ホルモン研究の最前線・第３回】森田昌敏・環境ホルモン問題の現状と課題
中下裕子・シンポジウム「どうする日本の化学物質管理一市民からの提案-」報告
神山美智子・勝訴判決相次ぐシックハウス・化学物質過敏症
神山美智子・カネミ油症に日弁連の人権救済勧告
胡柏・食と農のまちづくりで包括的な条例「今治市食と農のまちづくり条例」は何を示したか
グローバルイヒを描く２つの環境映画
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環境ホルモン問題の現状と課題

愛媛大学農学部教授・国立環境研究所特別客員研究員森田昌敏

環 境 中 の 化 学 物 質 問 題 と そ の 対 策 の ト レ ン ド

環境ホルモン問題と重ね合わせながら記すと以下

のようなことがあげられる。

１５）５０年代～１９７０年には、重工業の発展と経済の高

度成長と共に公害が顕在化。水俣病では、胎児性水

俣病が発生し、母親よりも胎児の方が毒物に弱いこ

とが示された。神経症状を含む各種の障害が残って

い る。

森永ヒ素ミルク、カネミ油症等の食品汚染も発生。

森水ヒ素ミルクは、乳児の中毒であり、１８０人余りの

死 亡 の 他 、 軽 い 暴 露 者 に 発 達 障 害 が み ら れて い る。

またカミネ油症は、ブラックベビーの誕生の他、次

世代影響が強く残っている。

１９７０年～１Ｓ）８０年代には、公害の激化と紛争の拡大

に対応して、現在の環境諸法律の原型がこのとき整

術されている。１９８０年代に入り、産業公害問題は沈

静化。潜在影響として化学発ガンが議題となる。発

ガン物質への研究が進み、リスク評価手法が準術さ

れ 始 め た。

１９９０年代～２０００年代は、発ガン物質の物質規制が

進み始める。一方でダイオキシン問題がブレークし、

内分泌撹乱物質も課題となる。以上のようなトレン

ドをみると現世代への影響（中毒、発ガン）から次

世代影響（生殖、知能、免疫など）がより重要とな

ってきていることは明らかであろう。

内 分 泌 か く 乱 化 学 物 質 問 題 の 浮 上 と 展 開
“ＯｕｒｓｔｏｌｅｎＦｕｔｕｒｅ”（和訳：『奪われし未来』）

及 び そ の 後 の メ ディア の “ 環 境 ホ ル モ ン 問 題 ” の 高

揚した取り上げにより、環境ホルモンは一気に社会
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事 象 と な っ た 。 一 方 、 Ｗ Ｈ Ｏ （ 世 界 保 健 機 構 ） は

Ｇｌｏｂａ１Ａｓｓｅｓｓｍｅｎｔの中で科学現状の分析を試みてい

る。２００２年に現在の科学における内分泌かく乱の地

球的評仙（Ｇｌｏｂａ１ＡｓｓｅｓｓｍｅｎｔｏｆｔｈｅＳｔａｔｅ-ｏｆ-ｔｈｅ-

５５ｃｉｅｎｃｅｏｆＥｎｖｉｒｏｎｍｅｎｔａ１Ｄｉｇｕｐｔｅｒｓ）を公表して

おり、その峙点で、危惧される影響に対して科学的

知見が十分にあるケースや科学的知見が不十分なケ
ースを分離し、整理することを試みている。この中

で、例えば有機スズによる巻貝のオス化は、最も証

拠が揃った例として述べられおり、また一方でＤＤＴ

による孔がんの斐；き生増は証拠の不一｜一分なケースとさ

れ て い る。

２００４年には日本で、ＷＨＯとのＪｏｉｎｔＷｏｒｋｓｈｏｐが

開催され、続編かＷＨＯのホームページから入手可能

で あ る。

一 例 と し て 環 境 ホ ル モ ン と 生 殖 系 へ の 影 響 に

つ い て の 研 究 現 状

①精子数減少を始めとする柿巣機能低下を示す、多

数の論文が存在している。が、どの現象が真実で

あり、どの程度の減少が妊よう率に影響するかは、

現時点では結論できないとされる。

例えば、欧米での２２報の研究報告のうち８報が

減少、５報が増加、日木での研究例では、精子数

減少を示す論文が存在する一方で増加を示す発表

もある。一方、環境ホルモンのような化学物質が

精巣機能不全を引き起こすことがあることも一つ

の 真 実 で あ る 。 例 え ば 、 農 薬 ク ロ ル デ コ ン、

ＤＢＣＰ、ブロモプロバン、ＰＣＢ等は職業暴露によ

り人の精子数の減少数や無精子症を引き起こして



い る。

②生殖器ガンは近年著しく増加してきている。女性

生殖器ガン（乳ガン、子宮体ガン、卵巣ガン）及

び男性生殖器ガン（前立腺ガン、精巣ガン）のい

ずれも急速に増加してきている。原囚の一つとし

て環境ホルモンが疑われるが、明確な証明は得ら

れていない。乳ガンとＤＤＥ及びＰＣＢについて関連

の可能性が指摘されたものの、全体的な判断とし

て は や や 否 定 的 で あ る。

①｜生比の変化（男性が少なくなる）は、カナダ、米

国 、 オ ラ ン ダ、 デ ン マ ー ク、 ス ウ ェ ー デ ン、 独、

ノルウェー、フィンランド、ラテンアメリカ諸国

で 報 告 さ れ た 。 逆 に 男 性 の 増 加 傾 向 が イタ リ ア、

ギリシャ、オランダで報告されている。

環境ホルモンとの関係が示されているケースと

してイタリアのセベソでのダイオキシン汚染があ

る。汚染直後に男性の比率が低下し、その後回復

が観察されている。一般人口集団でのこのような

傾向がどのような意味を持つか、環境ホルモンと

の関係を明らかにすることは容易ではない。

④尿道下裂及び停留柿巣は近年少しずつ増加してき

ている。女性ホルモン様物質（あるいは抗アンド

ロゲン作用物質）により引き起こされる可能性が

あるものと推定されるが、その関連性に関する研

究の蓄積は乏しいのが現状である。

以上のように人の健康の悪影響として、疫学的に
コンセンサスに到達するには大きな困難がある。新

たなバイオマーカーの開発のような新しいアプロー

チも必要となろう。また、複合影響をどう捉えるか

のような暴露量評価の新しい于法も必要である。

環境ホルモン問題は、生殖の問題として社会的に

ブレークした感があるが、現在ではより広い作用点

からの評価が求められている。この巾には脳神経系

の発達の遅れ、免疫系の異常があり、また最近の話

題では、肥満や糖尿病との係わりである。例えばダ

イオキシン汚染と糖尿病との係わりについて疫学的

な研究発表がＤｉｏｘｉｎ２００６でなされた。生活習慣病と

言われる現代病が、化学物質のホルモン作用と係わ

りがあるとすれば、興味深い研究であると言える。

内分泌かく乱物質については、各国とも、研究開

発を中心として対応しており規制のような形での踏

み込みにはなっていない状況にある。環境ホルモン

問題の出発点となったＰＯＰｓ（残留性有機汚染物質）

については、これが国際条約として発効したことも

あり、確実に対策が進められている。各国において

発生量、環境汚染レペルについての情報の収集が進

められており、次いでその発生予防や消滅が図られ

る 方 向 に あ る。

内 分 泌 か く 乱 物 質 の リ ス ク 評 価 と 予 防 原 則

環境ホルモン問題として提起された課題は、もし

それが事一実であるとすれば極めて重要な内容である。

が、化学物質との因果関係は十分な証拠が蓄積して

いるとは言えないケースが少なくない。微量の内分

泌かく乱物質により、遺伝子の発現が認められるが、

生体というシステムにおいてそれがどのような悪影

特と結びつくのか、まだわからない。必ずしも十分

でない科学的知見を基礎として、悪影響の未然防止

に向けて対策を設計することが出来るであろうか。

そ して 予 防 原 則 は 、 どの 程 度 の 証 拠 が あ れ ば 、 発

動が可能なのであろうか。またこのことは、私辻の

社 会 を 動 か して い る 経 済 活 動 と も 関 連 してくる 。 化

学品を生産・販売している化学業界があり、その立

場 か ら ぱ 根 拠 の な い ” 環 境 ホ ル モ ン 呼 ば わ り は 営

業 妨 害 に 映 る か も 知 れ な い。

そ の 一 方 で、 警 告 型 の 研 究 の 発 展 とそ の 自 由 な 発

表なしには、国民の健康と野生生物の環境は十分に

守りきれない。好ましいのは、より安全な化学品に

向けて、生産者と消費者が連携して製品開発や用途

開発を行なうことであろう。簡単には進まないかも

知 れ な い が。

当面のアプローチは、科学的知見の拡充とリスク

概念の共有化であるかも知れない。この点で、発ガ

ン物質対策に学ぶことは多い。環境ホルモン問題は

問題提起からほぽ１０年経つが、政策の巾に収り込ま

れるには更に１０年を要しよう。

簡易な試験法やそれを用いたデータの蓄積は進み
つ つ あ る 。 定 量 的 な リス ク 評 価 の 手 法 の 確 立 が 急 が

れ る。
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シンポジウム『どうする日本の化学物質管理一市民からの提案-』報告
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９月９日、国民会議も参加する「有害化学物質削
減ネットワーク」（略称：Ｔウォッチ）主催のシンポ
ジウム『どうする日本の化学物質管理一市民からの

提案-Ｊが開催されました。
シンポジウムでは、まず、中杉修身氏（）こ智大）

の「化学物質と環境規制」と、浦野紘平氏（横浜国

大）の「これからの化学物質管理の方向」の２つの
講波があり、これに引き続き、経産省化学物質管理
課長の獅山有邦氏と工４１１境省化学物質審査室長の森下

哲氏から、それぞれの省の取糾みの報告がありまし
た 。
さらに「市民からの提案」として、中下が市民提

案の中間発表を行いました。その後、「日本における
これからの化学物質管理」をめぐるパネルディスカ

ッションが行われました。
盛りだくさんな内容でしたが、約１００名の参加者は

熱心に聴き入っていました。以下、ポイントをご紹
介します。

●「化学物質と環境規制」中杉修身氏

中 杉 氏 は 、 長 く 国 立 環 境 研 究 所 の 研 究 者 と して

種々の環境調査・研究に携わる一方、国の審議会の

メンバーとして環境政策の決定に関わってこられま

した。その経験に基づき、化学物質に関する環境規

制 の こ れ ま で の 歴 史 か ら 、 調 査 の 体 系 、 リ ス ク 評

価・管理の手順、製造・使用規制と排出規制の枠組

み、規制と自主管理を組み合わせたリスク管理手法、

汚染の改善状況、今後の課題に至るまで、化学物質

の環境規制全般について包括的・体系的に説明され

ま し た。

その中で、氏は、「化学物質の環境への排出量は

徐々に削減され、新たな汚染の発生は減少すると思
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国 民会議事務局長中下裕子

われるが、過去の負の遺産の解消は容易ではなく、
今後も重大な課題となる」と指摘されました。
例えば、産廃特措法は施行されたが、「その後新た
な事例への経費助成は打ち切られることとなり、不
法投棄地や過去の処分場跡地に対する汚染浄化対策
の見通しは未だ立てられていない」状況だそうです。

●「これからの化学物質管理の方向」浦野紘平氏

浦 野 氏 は 、 従 来 の 定 量 的 な リ ス ク 評 価 に つ い て、

次のような問題点を指摘されました。

①質の違うリスク（例えば交通事故死や自殺のリス

クと化学物質のリスク、発ガンリスクと免疫障害・

生殖障害のリスクなど）を定量的な数値で比較する

こ と は で き な い。

②定量的なリスク評価のためのデータがそろってい

ない化学物質が極めて多い。

③必要なデータを得るには莫大な経費と長期間を要

するので、進行しているリスクの低減対策に問に合

わ な い。

④単純な因果関係ではなく、多数の複雑な原因があ

る 問 題 が 多 い。

⑤定量的なリスク評価において用いられる不確実係

数も仮定的なもので、その選択が少数の専門家と行

政官に委ねられているのは問題がある。

浦野氏はその上で、新しい評価方法として、毒性

ランキングによる管理や予防原則に基づく多様なリ

スク管理、そのための多様な洲定・評価方法の活用

を 提 案 さ れ ま し た。

●「市民提案の要点」中下裕子

「化学物質汚染のない地球を求める東京宣言」実
行委員会のメンバーを中心として、「新化学物質政策
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ＮＧＯフォーラム」（仮称）を結成し、この間、東京

宣言の内容をさらに具体化した市民提案を作成すべ

く議論を重ねてきました。その巾身を中間発表とい

う形で中下から報告しました。

要点は以下のとおりです。

①基本的方向性に関する提案
・「化学物質安全庁」または「イヒ学物質安全委貝会」

を設置し、総合的な管理システムを確立すること。
・生産から、流通、消費（使用）、廃棄に至る全過程

を通じたライフサイクル管理システムをＩＴ技術

を活用して構築すること。
・既存物質・新規物質を問わず、市場に出す前に一

定の安全性をチェックする事前審査制度を確立す

る こ と。
・定量的なリスク評価・管理方法の限堺を踏まえて、

予防原則を基本理念に据え、適用のためのガイド

ラインを策定すること。
・化学物質管理のあり方をめぐる意思決定の場への

市民参加を保障すること。

②化学物質の情報の収集・伝達方法についての提案
・データの収集・届出は原則として川上メーカーの

責 任 と す る こ と。
・川下メーカーから用途など化学物質の使用状況を

報告する制度を導入すること。
・データのチェック、登録、管理は、前述の「化学

物質安全庁」が行うこと。
・届出データは原則として公開とすること。

・家庭用品に使用される化学物質については、その

詳細情報（成分、毒性、使用・廃棄方法に関する
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情報、環境配慮に関する情報など）を消費者に分

か り や す く 伝 達 す る シ ス テ ム を 構 築 す る こ と

（例；ＭＳＤＳ等の交付の義務付け、ＧＨＳに基づ

く表示制度の導入、環境ラペルの活用など）。

③ 管 理 手 法 に 関 す る 提 案
・人や環境に重大な影響を及ぼすおそれがある場合

には、原則として規制的手法をとること。自主的

管理は枠組み規制や情報公開と併用すること。
・子どもなどハイリスクグループに配慮した管理手

法 を 整 伽 す る こ と。
・環境税などの経済的手法を積極的に活用すること。

・ホットスポットに着目し、複合曝露、複合影響を

勘案したリスク評価・管理を行うこと。

④ 新 た な 課 題 へ の 対 処 に つ い て の 提 案
・ナノ粒子問題につき、予防原則の適用、市民参加

の保障の下に、安全性のチェックシステムを導人

するとともに、国民への情報提供を行うこと。

● 市 民 提 案 を 準 備 中 、 関 心 あ る 方 は ご 連 絡 を

現在、経産省産構審化学・バイオ部会化学物質政

策基木問題小委員会において、日本の化学物質管理
の あ り 方 を め ぐる 議 論 が 行 わ れて い ま す。 当 国 民 会

議の常任幹事の佐藤泉氏、中地重晴氏がメンバーと

して参加しています。

同小委では、今年中を目途に意見のとりまとめを

予 定 して い ま す。 そ こ で、 私 た ち と して も 、 そ れ ま

でに市民提案を完成させるべく準備を進めていると

ころです。ご関心のある方やご意見のある方は、お

申 し 出 い た だ ける と 幸 いで す。
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勝訴判決相次ぐシックハウス・
化学物質過敏症

副代表神山美智子

電 気 ス ト ー ブ で 化 学 物 質 過 敏 症 一 東 京 高 裁 逆 転

勝 訴 判 決

２００６年８月３１日、東京高等裁判所は、大于スーパ
ー・イトーヨーカ堂に対し、同社が販売した巾国製の

電気ストーブで、当時受験勉強中の高校生が化学物質

過敏症４こ罹患したとして、既払い金２５０万円の他に約

５５０万円を支払えという判決を出しました。これは一

蜜東京地裁の原告全面敗訴を取り消した逆昿勝訴判決

で す。

国産の標準的な電気ストーブの場合、ヒーターから

ヤケド防止のガード部分まで５センチなのに、このス

トーブは２．５センチしかなく、ストーブを使うとガー

ドが異常な高熱になるというものです。ガード部分に

はエポキシ樹脂、ポリエステル樹脂など合成の有機塗

料が塗布されています。約３０万台が販売され、問い合

わせが約７０件、うち臭いに関するものが約２０件、臭い

として返品されたものも４件あったそうです。

後にイトーヨーカ堂が検査機関に依頼して検査した

結果、フタル酸ジエチル、テトラデカン酸、フェノー
ル、安息香酸、ホルムアルデヒド、トルエン、アセト

ンなど多くの有害物質が発生していることも確認され

て い ま す。

当時高校生は机の下で部屋の換気をせずに使ったと

のことですが、電気ストーブで換気が必要とは誰も思

い ま せ ん。

裁判所は、北里研究所病院の診断書、化学物質過敏

症診断基準、厚生労働省の室内空気指針値などを詳細

に審理し、原告が上記のような有害物質を吸ったこと

により、化学物質過敏症になったと認定したのです。

こうした裁判では事業者の過失（注意義務違反）の

認定が難しく、これまでなかなか勝訴できなかったの
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ですが、この事件で裁判所は、イトーヨーカ堂は、販

売前に稼働させて異常の有無を確認すべき注意義務や

異臭発生の問い合せがあった時点で人体への有害性を

検査確認すべき義務があったとし、これに違反した過

失があるとしました。

そして、遅くも平成１２年中には、シックハウス症候

群の報道などを通じて、家庭生活において、建材、塗

装、接着剤などの使川により化学物質が発生し、人の

健康被害が発生することが知られ、また化学物質への

ＪＳ乙応には個人差があり、過敏症を止ずることなども一

般的に知られていた。」と明確に判断しました。

隣 家 の 農 薬 で 化 学 物 質 過 敏 症 一 千 葉 地 裁 判 決。
過敏症を真正面から認定した初の判決
２００５年１１月２１臥千葉地裁は、隣家の農薬誤使用に
より化学物質過敏症になったとして原告６人に総額約

５３０万円の損害賠償を命じる判決を言い渡しました。
麗薬中毒による損害賠償を認めた判決はこれまでも

ありましたが、化学物質過敏症を真正面から認定した
のはこの判決が初めてだと思います。
このケースは、その後控訴審で円１荷に和解が成立し

ました。隣家は農薬の定められた使用方法を遵守する
こと、一泰勝訴の農協も今後組合員に使用法の指導を

徹底し、使用方法の周知に努めるという条項も入りま
した。
この農薬は、クロルピクリン３５％、ジクロロプロペ
ン６０％含有の土壌消毒剤で、農地に注入して使います。

注入後はなるべく厚いポリエチレンシートで地表面を
被覆し、使用後の缶は逆さにして周囲に影響のない場
所で臭いが抜けるまで立てておく、一定期間被覆した
まま薫くんを行い終了後にシートを除去する、などと



いう使用方法が定められています。しかし被告の農家

はこの農薬の使用方法を読まず、注入後すぐ被覆しな
かったため、隣家の住人がガスを吸入して化学物質過

敏症を発症したのです。
化学物質過敏症を被害と認定し損害賠償を命じた最

初の判決ですが、残念ながら、発症には個人差がある
という点を素因減額として３割差し引いてしまいまし

た。
判決によると、「本件農薬によって化学物質過敏症
を発症するに至ったのは、原告らの有していた素因も
その原因の一つであり、損害の拡大に寄与したことは
否定し難い」として、過失相殺の規定を類推適用した
のです。

過失相殺とは交通事故などで被害者にも赤信り・で波
ったとか、急に飛び出したなどの過失がある場合、こ
の過失分を加害者の賠償額から減額する考え方です。

電気ストーブ事件ではこうした素因減額はありませ
んが、今後過敏症発症の個人差について研究が進むと、

かならず争点になると思われるので要注意です。

最 初 の シ ッ ク ハ ウ ス 勝 訴 判 決

２００５年１２月５日、マンション販売業者におよそ５０００

万円の賠償を命じた判決が東京地方裁判所で出されま

し た。

業者は販売に当たってチラシ、パンフレットには、

次のように書いていました。

ＤＡＳのＦｃＯ基準とＪＩＳのＥＯ・Ｅ１基準の仕様

目にチカチカとした刺激を感じるなど、新築の建物

で発生しがちなシックハウス症候群。その主な原囚と

されるホルムアルデヒドの発生を抑えるために、ＪＡＳ

規格で最も放散量が少ないとされるＦｃＯ基準やＪＩＳ規

格のＥ１基準以上を満たしたフローリング材や建具、

建材などを採用。壁クロスの施工などにもノンホルム

アルデヒドタイプの接着剤を使用しています］

しかし、原告がマンションの引渡しを受けた後に測

定したところ、ホルムアルデヒドが高濃度に検出され

ました。そのため、いったん搬入した家具などを搬出

し、契約を解除して代金のほかローン手数料、カーテ

ン代、引っ越し費用などを請求したのです。事業者が

これに応じなかったため訴訟となり、裁判所は原告の

請求を全額認めました。

裁判になってからは鑑定も行われ、リビングダイニ
ングで採取された室内空気からは９０～１８０μｇ／立方

メートルのホルムアルデヒドが検出されました。鑑定

人はこの結果について、「竣工直後の室内ホルムアル

デヒド濃度は、相当程度高かったと考えられる」とし

て い ま す。

鑑定時でも指針値を超えていたのですから、チラシ

やパンフレットの宣伝は嘘だったことが明らかです。

今 後 の 課 題

シックハウス・化学物質過敏症の被害は、今までは、

裁判も起こせなかったり、示談や裁判所の和解、調停

などでしか解決できませんでした。そうしたなか、こ

うした勝訴判決は被害者にとって力強い味方ができた

ことになります。

これからは、シックハウス症候群や化学物質過敏症

訴訟がやりやすくなりことは間違いありません。が、
；公内濃度だけでなく、ホルムアルデヒドなどがどこか

ら発生しているのかの特定が求められると思います。

生活した状態で損害賠償を請求すると、かならず被害

者が持ち込んだ家共によるものだと言われるからで

す 。

しかしこの点も、比較的安価で簡単に測定できる道

具なども販売されるようになりました。こうしたもの

を活川していけば、何とか証明できるでしょう。

今後の最大の課題は、医師がシックハウス症候群や

過敏症について正しく認識する、シックハウス・過敏

タ七訴訟に携わる弁護士を増やすなど、人的な力を高め

て行くことだと思います。
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カネ
’ Ｓ
’ ・
｀ べ 油症ｌ 日弁連の人権救済勧告

国民会議副代表神山美智子
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カネミ油症は、製造元のカネミ倉庫が、米ぬか油を製造

する過程で使川したＰＣＢが油の中に漏れて１万人以上。の
被害者を出した大型食中毒事件で、１９６８年に表面化しまし
た。後にＰＣＢだけではなく、ジベンソフランやコプラナ
ＰＣＢなどのダイオキシン類も含まれていたことが分かり
ました。
カネミ倉庫、カネカ、国などを被告とした損害賠償訴訟

か何件も起こされました。カネミ倉庫には当然勝訴したも

のの同社には資力がなく、わずかな見舞金と一定範囲の医

療費が支払われているだけです。
国に対しても一部勝訴判決が出ましたが、国が最高裁判

所に上告し、逆転敗訴のおそれが強くなったため、担当の
農水省と協議の上で訴えを取り下げました。勝訴判決が山
た時点で一部の原告は国から仮払金を受けていたので、取
り下げによりこの返還義務が発生したのです。しかし被害

者は油症のため働けず医療もかかるという苦境に立たされ
ていたので、温水省は事実上払えないものとして扱い、取
立てはしませんでした。
ところが国は時効寸前の９年後になって、当峙の暗黙の

了解を無視し、いっせいに返還請求を開始しました。被害
発生時には幼児だったため自分が被害者と知らずに成長し
た人や、知らずに結婚した人などもあり、離婚や自殺など

大きな被害を引き起こしました。
カネミ油症は病気のデパートと呼ばれるほど、多様な健

康被害をもたらしただけでなく、さらに黒い赤ちゃんとい
われるように世代を超えた被害も発生させました。しかも
ダイオキシンを食べてしまったことによる健康被害に対す
る治療法などは確立されていません。

森永欧素ミルク事件の被害者には森永全額出資の光協会
が一定の補償をし、難病や公害病にはそれなりの給付があ

ります。薬の副作用被害についても補償制度があるのに、
カネミの被害者は長い間公的救済も一切受けられないまま

放置され、さらに仮払金返還請求という苦しみまで負わさ
れてきたのです。
こうした状態を何とかしたい、してほしいということか

ら、２００４年約５００名のカネミ油症患者・家族が口弁連に人

権救済の申し立てをしたのです。
口弁辿は、詳細な調査をして最初に書いた勧告と要望を

出しました。
国はこの悲惨な被害を早く救済するため、特別の立法的

措置をとるべきだと思います。カネミ油症だけでなく、食
品事故の被害者は、加害者が保険に加入していない限り救
済を受けることができません。私たちが毎日命と健康を養
うために食べざるをえない食品によって被害を受けないよ
う、そして受けたときは安心して治療を受けられるような
制度７う催ヽ要です。

２００６年４月１７日、口弁連（日本弁護士連合会）はカネミ

油症事件について、次のような人椎救済勧告を出しまし
た 。
１農林水産大臣、厚生労働大臣、内閣総理大臣、衆議院
議長、参議院議長宛

①国が主体となって、カネミ油症の認定手続きを確立する
とともに、すべてのカネミ油症の被害者を救済するこ
と。

②国が主体となって、カネミ油症の治療方法の研究・開
発を進めるとともに、専門的知見のある医師等の養成、
受診しやすい専門的医療機関の整術を行い、各医療機
関に対してカネミ油症の理解及びその治療方法の周知
を図ること。

③カネミ油症の被害者に対し、医療費、医療関連費（健康
の維持・回復のために必要とされる費用を含む）及び生

活補依費の支給を行うこと。
④いわゆる仮払金返還請求の対象となっているカネミ油
症の被害者に対し、一律に全額免除する措置を採るこ
と。

２加害企業のカネミ倉庫に対し、

①カネミ油症の被害者に大して支払う医療費の範囲を拡
充するよう努めること。

②カネミ油症事件に関する訴訟終了後に新しく認定され
たカネミ油症の被害者に対し、相当額の賠償措置を講

ずること。など
３ＰＣＢ製造メーカーのカネカに対しては、和解金等の
支払いを受けていない被害者に対し、すでに和解金等の支

払いを受けた者と均衡を失しない金額を支払うようなどと
要望しました。



食と農のまちづくりで包括的な条例
「今治市食と農のまちづくり条例」は何を示したか

平成１８年９月に愛媛県今治市議会は上記の条例を
可決し、実施要領を定めた条例施行規則とともに施
行された。市町村として食と農のまちづくりに関す
る包括的な条例をつくったのは、全国的にみても珍
しく、内容的にも先駆的との評価に値する特色を持
っている。

条例全体に明確なコンセプト
最も注目されるべき特色の一つは、条例令休に明

確なコンセプトを持たせた点である。

第２章「食の安全性確保と安定ＩＪｔ給休ｉ川の翔立」
における「食の安全性確保」「地産地消」「食育」「有
機農業」の推進と「遺伝子組替え作物の栽培許可」
の諸条項が、これを示している。同市が目指してい
る農業振興とまちづくりを今後どのような方向性あ
るいは特色を持って進めていくかが、これらの条項
により明確に提示されている。

「遺伝子組替え作物の栽培許可丿部分では、遺伝
子組替え作物の混入、交雑、および交雑を受けた農
産物が種苗法による権利侵害に係る混乱を防止する
ことを柱に、市長による栽培許可および許可への制

限、説明会開催の義務づけ、栽培許可者の遵守事項
と報告義務、申請手数料・など、１１条にわたって思い

切った内容が盛り込まれている。答申段階の条例素
案と比べてやや重過ぎた感もあるが、科学進歩の推
移を見定めながら調整可能である。
近年、食の安全性や環境保全、地産地消といった

用語は流行語のように使われるようになった。した
がって、単にこの種の用語を使ったからといって特
色を打ち出せるとは言い難い。しかし、同条例は、
昭和６３年と平成１７年の２度にわたって議決された
「食料の安全性と安定供給体制を確立する都市宣言」
の実効性を確保するためのものとして、これまでに

愛媛大学農学部教授胡柏

進めてきた有機農業や有機農産物を使った学校給食

の取組みを反映した内容となっているところに、今

治 的 と も 言 う べ き 特 色 が あ る。

平成の市町村合併により、同市は条件的に比較的

均一な旧今治市から都市、山間、島しょ部等多様な

地域を包摂する新しい今治市となった。こうした変

化を踏まえ、同条例は地産地消や有機農業における

今治的特色を明確にしながらも、山、川、海、しま

なみを意識した包括的な、Ｉ没林漁業振興、地域振興策

を打ち立てている（第３章および条ｆジリ施行規則几

コンセプトと実効性を兼ね術えた基本的な条例と

して、今後、ユニークなまちづくりと、食と農と景

観資源を活かした幅広い地域振興策の立案に大いに

役 立 つ も の と 考 える。

開 か れ た 地 産 地 消

条例のもう一つの特徴は、開放的な港町にふさわ

しい特色を持っている点である。地産地消を基本コ

ンセプトの一っとしながらも、閉鎖的な地域主義を

押し進めようとするのではなく、「地域資源の活用と

流通過程のコストの低減を目指し」た、食と農に閔

する広い視野を持たせている（第２条）。時間のスパ
ンを意識した条例検討の結果を反映したものである。

パブリックコメントの段階でポジティブリスト制

度が実施されたが、その前に答申として提出された

条例素案には、農林漁業者、食品関連業者に化学合

成資材や食品添加物等の使用における安全性遵守へ

の参画を義務づける条項が盛り込まれていた（最終

的には、条例施行規則の条項となったが）。これも、

国政に先駆けた地方からの発信としてこの条例の特

色 の 一 つ と 見 る べ き で あ ろ う。

※今治市食と農のまちづくり条例骨子

http://www.ｃｉｔｙｊｍａｂａｄ.ｅｈｉｍｅＪｐ
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グローバル化を描く２つの環境映画

ヒマラ ヤ の 『 懐 か し い 未 来 』

標高６０００メートル余り、氷河を頂く岩だらけの土

地に年間降水量が１００ミリ。ところが、食べ物には不

自山しない。蔵には２年分の大麦、小麦が薔えられ

ている。氷河から水路で水を引き、村内の農地を回

して い る か ら。

収穫は家族全員で行う。近隣の人も手伝う。お互

い、収穫期が重ならないよう配慮している。手伝っ

てくれた人にはお金ではなく、食事を振舞う。村の

収穫祭は、宴会が１週間続く。大地の恵みが次々登

場 す る。

最 高 級 の カ シ ミ ア を 生 む “ パ シ ミ ナ ” ヤ ギ の 産 地

でもある。どの家も大きく、ゆったりと暮らしてい

る。「村で貧乏な人のところに連れて行ってほしい」

と頼むと、少し考えてから答える。「この村には貧し

い人はいない」と。女性たちは、世界の宝石を身に

着 け て い る。

隣家の赤ちゃんの誕生を喜ぶ。抱きしめる。村中

の人が近い関係にある。笑いが絶えない。心豊かに、

心 静 か に 暮 ら す。

争 い は あ る 。 し か し 、 深 刻 に な る 前 に 話 し 合 う。

譲り合う。異教徒（ムスリム）も村内にいるが、紛

争はない。相互に尊重しあい、祭りにも参加しあう。

人事も自然の動きもありのままに受け入れる。人

は、地域と自然の両方に属するという感覚を持つ。

そんな暮らしが１９７０乍代の初めまで続いていた。

邦の名はラダック。ヒマラヤ山脈の麓、インド最北

部に位置する。厳しい自然に加え、西にパキスタン、

東に中国（チペット）、北にタクラマカン砂漠。緩仰

地帯として独自の発展を遂げた。而積は英国本土並。

みで、人口は１３万人。

そんなユートピアがつい最近まで存在していたこ

とを教えてくれるのが『ＡｎｃｉｅｎｔＦｕｔｕｒｅＬｅａｒｎｉｎｇｆｒｏｍ

Ｌａｄａｋｈ』（邦訳『懐かしい未来』）である。著者は言

語学者としてラダックと接点を持って３０余年のヘレ

＠ＮＥｗｓＬＥＴＴＥＲＶＯ１４３

ナ・ノボルグ・ホッジ氏。今年の５月、日本のＮＰ

Ｏ（非政府組織）の招きで来日した。

グ ロ ー バ ル 化 に 沈 む

ユートピアは、続かなかった。中印戦ぎｌｊバ１９６２年）

や印パ紛争の頻発を機に、ラダックの地政学的重要

性に目覚めたインドが７０乍以降、干渉を強めてから

だ。山脈を切り開いて高速道路が作られた。補助金

で価格競争力をつけた穀物が、山の向こうから運ば

れてくる。地域農業は価格で太刀打ちできない。衛

星放送が、パリやニューヨークの流行を伝え、若者

の心を捉える。村の祭りが詰らなくみえる。

イ ン ド 政 府 に よ る 教 育 “ 改 革 ” が 追 い 討 ち を か け

る。教４斗＝出＝は、デリーやニューヨークでも使われて

いるもの。「村の暮らしや生業とは無縁の、国際的、

抽象的な内容」（ホッジ氏）。近代敦育が、村人を２

種類に分け始める。地域内の暮らしや労働を通して

得た文化、教育は親たちの世代まで。子どもたちは、

地域とは無縁の知識を身に着ける。近代教育を受け

ても、それに見合った仕事につける若者はー割もい

ない。残りの９割も、地域に役立つ技術、文化を学

んでいないから、地域の生産活動は担えない。失業

者 が 増 える 。 争 い が 増 える。

地 域 教 育 で ［ 遠 く な い 未 来 ］ を 創 る。

近代化とグローバル化に沈みかけた峙、反転が起

きる。ホッジ氏らラダックを愛する外国人と地域の

住民が、地域に根ざした教育を再興するためのセン

タ ー を 作 っ た 。 そ れ が 、 生 態 ・ 文 化 推 進 国 際 協 会

［ＴｈｅＩＩｌｔｅｍａｔｉｏｎａＩＳｏｃｉｅｔｙｆｏｒＥｃｏ］ｏｇｙａｎｄＣｕｌｔｕｒｅ）で

ある。ここを起点に、綻びかけた地域の再生が始ま

り つ つ あ る。

作品は、「ＮＰＯ法人開発と未来工房ｊが日本語

版を制作した。ＤＶＤが２５００円で購入可能。



来 月 公 開 『 ダ ー ウ ィ ン

の悪夢』

お 弁 当 や レス ト ラ ン で 白

身の魚フライが入っている

こ と が あ る 。 “ 白 ス ズギ と

呼 ば れ る こ と も あ る の で、

日 本 産 と 思 っ て い た 。 が、

映画を見て、アフリカ産の

肉 食 魚 “ ナ ィ ル パ ー ヂ で

あ る こ とを 知 っ た。

淡 水湖では世界第２位の

人 き さ の ビク ト リ ア 湖 で 養

殖 さ れ た も の だ と い う 。 い

わゆる外来種で、この魚の

放 流 に よ って、 湖 の 生 態 系

はもとより、地域が一変す

る。この魚を加工、輪出す

る食品産業が勃興し、地域

の経済は発展する。が、貧

困、売春、エイズなどの負

の遺産も積みあがっていっ

た。２００６乍アカデミー賞作

品で、１２月から束京・渋谷

の シ ネ マ ラ ィズ で 公 開 さ れ

る 。
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ＧＨＳ制度とは、化学製品に含有される化学物質の危険有害性を区分し、ラペル表示す
る制度です。２００３年に国連が世界で統一して使えるように世界調和システムを提案し、
加盟各国に２００８年までの法制度化を勧告しました。日本では、労働安全衛生法が改正さ
れ 、 本 年 Ｕ
ています。日本と世界のＧＨＳ制度の内容を整理し、市民が有効に活用できるものにして
いけるようにともに考えたいと思います。関心のある方はご参加下さい。

◇日時：１２月２日（土）午後１時３０分～４時３０分
◇場所：日本青年館６階ＧＲ会議室

ＪＲ干駄ケ谷駅信濃町駅下車徒歩９分地下鉄外苑前駅国立競技場駅下車徒歩フ分

◇内容：講演「ＧＨＳ制度とは一日本と国連勧告の違い」
城内博氏（日本大学大学院理工学研究科医療・福祉工学専攻）

問題提起「市民が活用できるＧＨＳ制度への提案」
中地重晴（有害化学物質削減ネットワーク）

◇参加費（資料代）：会員５００円非会員１０００円
◇主催：有害化学物質削減ネットワーク（Ｔウォッチ）

〒１３６-○○フ１江東区亀戸フーＩＯ-ＩＺビル４Ｆ
ＴＥＬ＆ＦＡＸ０３-５８３６-４３５９
ＵＲＬhttp://www.ｔｏｘｗａｔｃｈ.net/
Ｅ-ｍａｉｌｃｏｍｅｏｎ＠ｔｏｘｗａｔｃｈ．ｎｅｔ

編集後記広報委員会委員長
ラジオ深夜便

佐 和 洋 亮

ることはないかと考えることなどについて、
患者さんと語り合えるようになったことを話

この「ニュース」の読者の皆さんは、
の人が聴いておられますか。

最近では、香川県立大学泌尿器科の朝日俊
彦先生が、末期ガンの患者さん等から死につ
いての相談を受けた時にその場限りの応対を
していた自分に気づき、死についての仏教書
などを勉強されて、肉体は衰え、死は必然で
あるが、その中でも、この世に命を与えられ
たことに感謝をして、他の人に何かしてあげ

また、ある朝｜よ、聖路加病院の日野原重明
先生が、病棟の建替えの時、食堂やホール等
の全ての部屋に、酸素吸入などの緊急処置の
できる設備を備えさせたところ、たまたま地
下鉄サリン事件が起こり、大勢の被害者がそ
こに運び込まれ救急処置を受けることができ
た、ということ等をお話されていました。

７月の初めの頃、この国民会議代表の立川
涼先生のお声を聞いてびっくりしました。
「１００人１００様の幸せを」と題して、科学技
術の発達した社会の中での環境問題や人々の
幸せについて、熱く語っておられました。

「深夜便のうた」
この番組には月替わりの歌があります。加

藤登紀子さんや小椋佳さん等の歌もあります
が、五木寛之さんの詩で藤田まことさんが歌
った「夜のララバイ」が心に残りました（Ｃ
Ｄ化されます）。
優しいという字を
人を憂うと読んでみる
いつもそのこと思うたび
辛い気持ちになっています
やさしいだけでは生きられず
強くなるだけ心が寒い
だからせめてこんな夜は明りを消して
ひとりで歌う子守歌
ララバイラバイララララララバイ

パソコンのインターネットが日常生活に定
着している今、ラジオ放送は、時代遅れとい
えるかも知れないが、逆に、朝の静寂の中に
ストレートに耳に入ってくる言葉は、人とし
ての生き方やものごとの本質に深く触れるも
のがあります。

の方から、岸辺の１５ヵ所一面にアサザの黄
色い花か咲いたという報告があり、以前この
Ｆニュース」にも登場されたアサザ基金代表
の飯島博さんのことを思い出しました。

また、今朝の放送では、地方からの通信の
何人コーナーで、汚染された霞ケ浦を浄化するた

め岸辺にアサザを植える運動（アサザ基金）
私ごとですが、ほとんど毎朝聴いています。

その番組の午前４時からのＦこころの時代」
が目覚まし時計代わりです。そして、身支度
をして夜明けとともに２時間のウォーキング
をします。

されていました。深夜労働の人や早起きの人たちに人気のあ
る隠れた番組があります。
ＮＨＫラジオ深夜便。

９月１４日常任幹事会開催
９月２７日アスペストチーム・ミ
ーティング

１０月１２日常任幹事会開催
１０月１３日アスベストチーム・
ミーティング
１０月１８日アスベストブックレ
ット打ち合わせ，食品ブロジェ
クト・ミーティング
１０月２２日子どもプロジェクト
第４回セミナー「子どもの『脳
の 発 達 障 害 』 と 向 き 合 お う ～
ＬＤ，ＡＤＨＤ，高機能自閉症～」開
催
１０月２９日環境省「化学物質と
環境円卓会議」に中下事務局長
出席

ブックレット！改訂版完成のお知
らせ「化学物質から子どもを守る」
長い間欠品になっていたブック
レット！「化学物質から子どもを
守る」の改訂版がようやく完成し
ました。２００３年から現在までの
新たな情報を追加。１０ページほ
ど増えました。
主な改訂内容は、（環境ホルモ
ンの脅威は終わっていないＯ章
３節）」「コラム・牛乳についての
警告牛乳・乳製品と女性ホルモ
ン」「子ども環境保健法（イ反称）
の立法提言・鉛についての緊急提
言（４章）ｊなどです。お値段は据
え置きの８００円（会員価格５００
円）です。

ダイオキシン・環境ホルモン対策
国 民 会 議 提 言 と 実 行
ニ ュ ー ス レ タ ー 第 ４ ３ 号
２００Ｇ年□月発行

発 行 所
ダイ オ キ シ ン ・ 環 境 ホ ル モ ン 対 策
国 民 会 議 事 務 局
〒１６０-０００４
束京祁新宿区四谷昆１

戸田ビル４階
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